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	第1章　競技会　

	
	

	o.1
	FIEの公式競技会は下記の規則に従って組織される。

	o.2
	1. 　 FIEの公式競技会はすべてのFIEメンバー国の選手（個人、団体）が参加可能である。
2.　競技会におけるすべての競技者と指名役員は、身分に関係なく、現行シーズンのライセンスを持っていることが必要である。（定款　第４章　参照）

	
	

	
	第２章　組織と運営に関わる責任団体

	
	組織委員会

	o.3

	組織委員会は競技会を組織する責任を負った個人の集まりである。

	
	

	
	FIE本部

	o.4
	FIE本部(Central Office of FIE)はo.63に述べられているように、オリンピック、世界選手権大会、ジュニア・カデ世界選手権大会におけるディレクトワール・テクニックの活動を指揮する。

	
	

	
	ディレクトワール・テクニック

	o.5
	競技会の競技組織はディレクトワール・テクニックに委任される。その活動の機能と範囲は規則に記されている。（t.97  o.56-62 参照） 

	
	

	
	補助員

	o.6
	組織委員会は下記の補助員を任命する。

	
	1.  得点係と時間係

	
	　プール内の対戦、プール、試合の記録用紙を管理し、スコアボードの維持をする記録員と、試合時間を管理する時計係を、組織委員会は自己の責任において任命する。

	
	決勝に関しては、ディレクトワール・テクニックが、時計係、記録係、審判器係を監督する可能な限り中立の派遣役員か審判員を任命できる。

	
	2.  組織委員会は資格のある人たちを選ばなければならない。その人たちは、審判器が記録したことに関して主審に助言し、起こるかもしれない異常な現象に関して試合の途中であろうと主審に注意を促すために、審判により出される信号に注意を払う。

	
	3.  エキスパート
a)  大会ごとに、組織委員会は電気審判器に関してエキスパートを任命しなければならない。このエキスパート達はディレクトワール・テクニックの指揮下に置かれる。
b) エキスパートは審判器に関係するすべての疑問に関して、審判員やディレクトワール・テクニックに、個別または共同で、意見を聞かれる。
c) 大会にいるFIE のSEMI委員会のメンバーは、エキスパートとしての資格がある。

	
	4. 修理者
大会ごとに、組織委員会は電気審判器の故障と、できれば選手個人の電気装備の故障を直すために有能な修理者を確保しなければならない。

	
	

	
	装備の検査

	o.7
	選手の装備だけでなく、組織者の装備の検査は装備規則に則って、組織委員会に指名された資格のある人員によって行われなければならない。指名されたSEMI委員会の委員が会場にいれば、この職務は委員かまたは委員の監督下で行われなければならない。

	
	

	
	第３章　大会への参加申し込み（エントリー）

	o.8
	参加申し込みは選手の国別協会により組織委員会に送られなければならない。（オリンピックに関しては、国別オリンピック委員会によってなされる）

	
	

	
	第４章　タイムテーブル

	o.9
	1.  プログラムは公表され、伝達され尊重されなければならない。また、選手が対戦間に必要な休息を考慮しなければならない。２４時間中１２時間以上、選手が競技種目に参加しなければならないようには編成してはならない。どんなことがあっても、プール戦、対戦は真夜中以降に始めてはならない。または真夜中以降に終わると確実に予見される場合は何時でも始めてはならない。
2.  どんなプログラムを採用しようが、その国の慣習を考慮にいれて、結果がメディアに伝えられ、報道されるのに十分な時間があるように、決勝は始まらなければならない。
3.  組織者は、タイムテーブルの中に選手の装備の検査が実行出来る十分な時間を取らなければならない。それは、１種目につき最低限１日である。

	o.10
	世界選手権大会とオリンピックにおけるすべての個人戦と団体戦の第１ラウンドは、遅くとも競技前日の午後４時までに公表されなければならない。(t.123)

	
	

	
	第５章　個人戦

	o.11
	個人戦は下記のように組織される。

	
	a) 混合システムを伴う エリミナシオン・ディレクト

１ラウンドのプール戦と予備エリミナシオン・ディレクト。それに続く６４名の選手による
８名または４名の決勝を決めるためのエリミナシオン・ディレクト。

	
	b) 混合システムを伴う エリミナシオン・ディレクト

１ラウンドのプール戦。それに続く６４名の選手による８名または４名の決勝を決めるためのエリミナシオン・ディレクト。

	
	c)  エリミナシオン・ディレクト
（オリンピックで採用されるこの方式は、附則に収められている。）

	
	

	
	プール戦の一般規則

	o.12
	1.  プール戦を含む方式を採用するすべての競技会において、参加者の数が７で割り切れる場合はプールは７名の選手で構成される。そうでなければ、プールは７名と６名である。どんな場合にも、プールは６名未満であってはならない。
しかし、もし一名以上の欠場の結果、１つ以上のプールが５名以下になる場合、組織者は他の７人プールから１名以上の選手を、入れ替える選手の最初のランキングを考慮し、５名以下のプールへ加えなければならない。

	
	2.  ワールドカップ大会においては、組織国はすべてのプールが７名の選手で構成されるよう、必要な数の自国籍選手を加えることが出来る。

	
	

	
	プール構成

	o.13
	1.  最新のFIEランキングを考慮し、ランキングにない選手は抽選によってプールは構成される。

	
	2.  プールの選手配置は、同国籍の選手は可能な限り異なったプールに置くよう行わなければならない。
3.  プール戦記録用紙の選手の順番は抽選によって決定される。

4.  プール戦は最後の１試合まで行わなければならない。

	o.14
	プール戦の対戦順番は下記の通り： 

	
	1. ７人プール                                           2. ６人プール
1-4     5-1     3-5                                 　　1-2     6-4     4-2

2-5     4-3     1-6                                  　　4-5     2-5     3-6

3-6     6-2     2-4                                  　　2-3     1-4     5-1

7-1     5-7     7-3                                  　　5-6     5-3     3-4

5-4     3-1     6-5                                 　　 3-1     1-6     6-2

2-3     4-6     1-2

6-7     7-2     4-7



	o.15
	プール内に同国籍の選手が複数名いる場合：

	
	1.  プール内選手の過半数を形成していない場合、他国籍選手と対戦する前に、同国籍選手間で最初に対戦する。
2.  プール内選手の過半数を形成している場合、ディレクトワール・テクニックは特別な対戦順序を作成する。プール内の過半数を形成する選手の過度の疲労と遅れを避けるために、上記の原理から出来るだけそれないこと。
3. ６人プールに同国籍選手が複数いる対戦順序の例：
a) ６人の選手のうちプールに

　－　国籍Ａの選手が２人いるか

　－　国籍Ａの選手が２人と国籍Ｂの選手が２人いる場合

プール戦記録用紙には、同国籍選手が第１試合に対戦するよう選手名は配置され、試合順序は上記 o.14 に示されているものである。

プールが６名中に国籍Ａの選手２名、国籍Ｂの選手２名、国籍Ｃの選手２名がいる場合、対戦順序は下記の通り：
      1-4      3-1      3-4

      2-5      6-2      5-6

      3-6      5-3      2-3

      5-1      6-4      1-6

      4-2      1-2      4-5

b) ６人の選手のうちプールに

　－　国籍Ａの選手が３人いるか

　－　国籍Ａの選手が３人と国籍Ｂの選手が２人いるか

　－　国籍Ａの選手が３人と国籍Ｂの選手が３人いる場合

選手名はプール戦記録用紙には下記のように配置される；

－　国籍Ａの選手は１，２，３が割当てられる。

－　国籍Ｂの選手は４，５、または４，５，６が割当てられる。

試合順序は上記 o.14 に規定されているものである。

c) ６人の選手のうちプールに国籍Ａの選手４人と異なった国籍の選手２名がいる場合、国籍Ａの選手は、プール戦記録用に１，２，３，４が割り当てられ、試合順序は下記の通り：
      3-1      1-2      4-5

      4-2      3-4      6-2

      1-4      1-6      5-1

      2-3      2-5      6-4

      5-6      3-6      5-3

	
	4.  ７人プールに複数名の同国籍選手がいる順序の例：
a) ７人の選手のうちプールに

　－　国籍Ａの選手が２人いるか

　－　国籍Ａの選手が２人と国籍Ｂの選手が２人いるか

－　国籍Ａの選手が２人と国籍Ｂの選手が２人、国籍Ｃの選手が２名いる場合

プール戦記録用紙には、同国籍選手が第１試合に対戦するよう選手名は配置され、上記 o.14の７名プール に規定されている試合順序にしたがう。
b)プール内に
　－　国籍Ａの選手が３人いるか

　－　国籍Ａの選手が３人と国籍Ｂの選手が２人いるか

－　国籍Ａの選手が３人と国籍Ｂの選手が２人、国籍Ｃの選手が２名いる場合

プール戦記録用紙には、国籍Ａの選手は１，２，３が割り当てられ、国籍Ｂの選手２名は４、５、国籍Ｃの２名は６，７が割り当てられる。　

 o.14に記された７名プールの試合順序はもはや有効でなく、下記の順序に代えられる：

      1-2      6-2      1-4

      4-5      3-4      2-7

      6-7      7-5      5-3
      3-1      1-6      6-4
      4-7      4-2      7-1
      2-3      7-3      2-5
      5-1      5-6      3-6


	o.16
	1.  もしプール内の試合が偶発的な原因により中断され、この中断が長引くようであれば、（ディレクトワール・テクニックと可能ならば組織記委員会の同意を得て）主審は通常の試合進行が続くように試合順序を変更できる。
2.  選手が休憩するために許されるプール内の２連続試合間の時間は３分である。

	o.17
	プール戦において対戦は下記の時点で終了する：
1. a) 選手の１人が５点を獲得した時。この場合、記録表に記録されるスコアは試合の最終得点である。（V5-Dn   n=敗者の得点）
b) エペにおいては、もしスコアが４－４になったら、時間いっぱい試合を決める突きまで戦わなければならない。両突きはカウントされない。（それゆえ、選手のピスト上の位置はそのままである。）

2.    有効な３分が経過した時。（最終１分の警告はない。）

a) 時間が終了した時に両選手のスコアに１点以上の違いがあれば、多い得点を持っている選手が勝者となる。記録表に記録されるスコアは対戦で得られた得点である。（VN-Dn   N=勝者の得点、n=敗者の得点）

b) 時間が終了した時、スコアが同じ場合、選手は試合を決定する突きのために、最大限１分間戦わなければならない。対戦が再開する前に、延長時間の終わりにスコアが同点だった場合にどちらが勝者になるのかを決めるために、主審は抽選を行う。

c)  この場合、記録表に記されるスコアは常に対戦中に得られた実際のスコアである：

－　VN-Dn 　対戦の制限時間以内に試合を決める突きが記録された場合。

－　V4-D4, V3-D3, V2-D2, V1-D1, V0-D0  勝者が抽選によって決まった場合 

	o.18
	競技会が始まる前に、ディレクトワール・テクニックはプール戦により決定される順位に基づき何名の選手が除外されるのかを決定し発表する。

	o.19
	1.  プール戦後、指数、V/M、HS-HR、HS　に基づき、プール戦に参加した全選手の順位を確定する。
          (V=勝数　M=試合数　HS=突数　HR=被突数)

2. 順位表が下記の要領で作成される：

a) 順位表に記入される結果は、必要な２つの指数を確かめるために計算される。

b) 最初の順位を決めるための第一指数は 勝数を試合数で割ることにより得られ、V/M　で表される。
c) もっと高い指数（最大１）を持つ選手が第１位にシードされる。

d) 第一指数が同じ場合、同じ第一指数の選手を分けるために、第２指数が HS-HRを使って計算される。これは突数の合計と被突数の合計の差である。

e) ２つの指数 V/M とHS-HR　が同じ場合、突数がもっとも多い選手が最高順位となる。

f) ２人以上の選手が完全に同じ場合、順位は抽選によって行われる。

3. 予選通過の最後順位で完全に指数が同じ選手が出た場合、バラージは行われず、たとえ事前に決定しておい数を超えたとしても、同じ指数を持つ選手は予選を通過する。


	
	棄権(Withdrawal)

	o.20
	棄権または除外された選手は、プール戦から消され、参加していなかったかのようにその結果は取り消される。

	
	

	
	ディレクト・エリミネーションの一般規則

	o.21
	ディレクト・エリミネーション表（対戦プラン）は順位表と各競技会のための特別規則を考慮して作成される。（図7a  参照）　国籍保護の原則は適用されない。＊同国籍選手の対戦を避ける原則は適用されない。

	o.22
	競技会の組織者は、ディレクト・エリミネーション対戦表を作成しなければならない。その表において、６４名表以降の各試合の予定時間を示さなければならない。

	o.23
	1.  ディレクト・エリミネーション戦は１５本またはセット間に１分の休憩を伴う３分間３セットが過ぎた時に終わる。例外としてサーブルでは、第１ピリオドは３分経過するか片方の選手が８本取った時に終わる。
2.  一分間の休憩の間、対戦の前に指名された人が選手に近づける。

3.  電気審判器の中に組み込まれた時計は、各ピリオドの終わりに電気審判器の作動を遮断する。

	o.24
	1.  対戦は下記の場合終了する：
　　－片方の先週が１５本を取るかまたは

　　－有効な９分間が過ぎる

2.  得点を多く取った選手が勝者となる。
3.  規定時間の終わりに同点である場合は、最大１分の時間制限で、試合を決める突きのために対戦する。対戦が再開する前に、延長時間の終わりにスコアが同点だった場合にどちらが勝者になるのかを決めるために、主審は抽選を行う。

4.  この場合、記録用紙に記録される得点は、対戦中に獲得した得点である。

	
	棄権(Withdrawal)

	o.25
	いかなる理由にせよ選手が対戦出来ないか、試合を最後まで行えないとき、対戦相手がその試合の勝者となる。棄権する選手は大会の最終順位における順位を失わない。

	
	試合順序

	o.26
	1.  エリミナシオン・ディレクトの各回戦（256, 128, 64, 32, 16 ,8 または4）において、試合は対戦プランの順序で常に行われる。すなわち、一番上から始まり一番下で終わる。
2.  この規則は、ディレクト・エリミネーションが４または８ピストで同時に行われる時に、表の四分の一ごとにも適用されなければならない。

3.  ２つの連続した試合間には、１０分間の休憩時間が選手に与えられなければならない。

	
	決勝

	o.27
	ディレクト・エリミネーションによる決勝は４名の選手によって構成される。

	
	順位

	o.28
	1.  最終順位は下記のように得られる；
　　　第１位：　第１位をかけた対戦の勝者

　　　第２位：　第１位をかけた対戦の敗者
2.   区別する必要がない場会は、準決勝で負けた２人の選手が同等の３位になる。
3.  区別する必要がある場合は、３位および４位を決定する対戦が準決勝の敗者２人の間で行われる。
4.  残りの選手は、各ディレクト・エリミネーション回戦内で、ディレクト・エリミネーション表作成用順位に従って順位を与えられる。

5.  プール戦で除外された選手は、プール戦の順位に従って順位付けされ、ディレクト・エリミネーションに進出した選手の後の順位を与えられる。


	
	A.  混合方式　－　１ラウンドのプール戦、予備エリミナシオン・ディレクト、エリミナシオン・ディレクト方式の決勝への進出者を決めるための、６４名の選手による主エリミナシオン・ディレクト（世界戦選手権大会とワールドカップ大会）

	o.29
	この方式は世界選手権大会個人戦とワールドカップ大会およびグランプリ大会に使用される。

	o.30
	下記の詳細の他に、上記のプール戦とディレクト・エリミネーションのための一般規則が適用される。

	o.31
	1.  競技会は二つの段階、予備段階と主段階で構成され、各段階は１日で行われる。
2.  競技会の前日、組織者は予選免除者のリストとプール戦を、遅くとも現地時間午後３時までに発表しなければならない。これを行うために、組織者はFIEウエッブサイトから、遅くとも競技会前日までに、エントリーファイルをダウンロードしなければならない。

3.  最新の公式FIEランキングで上位にランクされた１６人の出場登録選手が予備段階から免除される。
4.  出場登録した選手が現れない場合は、十分に正当化される不可抗力の場合を除いて、過失のある選手の連盟に対して罰金（o.86 経済的罰則と罰金表）が課せられる。この罰金はFIEに支払われる。
5.  ２人以上の選手が公式FIEランキングで、予備段階免除の１６位に同順位で並んでいた場合、どの選手が予備段階免除の利益を得るかを決定するために抽選が行われる。

	o.32
	1.  予備段階は１回のプール戦と予備ディレクト・エリミネーション表から構成される。プール戦の指数に基づき、プール戦参加者の２０％～３０％が除外される。グランプリ大会に関しては、プール戦の指数により場外される選手は３０％でなければならない。
2.  プール戦後、指数の高い１６名の選手は予備ディレクト・エリミネーション表から免除される。２人以上の選手が１６位で同順位ならば、誰が１６位になるか決定するための５本によるバラージが行われる。
3.  プール戦から進出した選手の残りが、予備ディレクト・エリミネーション表を構成する。この表は全プールの選手の指数に基づいて作成される。（指数が同じ場合は、抽選により順位が分けられる）この表は、完全であろうと不完全であろうと、選手が３２名になるまで対戦が行われる。　　＊完全または不完全なディレクト・エリミネーション表　＝６４名全員がいるかそうでないか


	o.33
	1.  主段階は一つの完全なディレクト・エリミネーション表から構成され、４つのピストで行われる。１つのピストに表の四分の一が割り当てられる。しかし、大会組織委員会から要請があれば、第１ラウンドである６４名表は、８ピストで行える。グランプリ大会は４ピストだけで行われなければならない。

2.  予備段階を免除されたシード選手が、1-16を占める。その際、FIE公式順位の順番でペアを作り抽選を行う。
3.  参加登録加申し込みを行い予備段階を免除された１６名選手の一人が会場に現れない場合(o.31)、表のその選手の場所は空いたままになり、欠場が個人ではどうすることもできない状況により引き起こされたと十分に正当化されなければ、所属する連盟はFIEに罰金（o.86 経済的罰則と罰金表）を払うことが要求される。
4.  プール戦後にもっとも高い指数を持ち予備ディレクト・エリミネーション表から免除された１６名の選手が、指数により順序付けられ（指数が同じ場合は、抽選により順位が分けられる）、１７－３２を占める。
5.  予備ディレクト・エリミネーション表から進出した３２名の選手は、プール戦後の指数によって順序付けられ、３３－６４を占める。


	o.34
	３位決定戦は行われない。準決勝で敗退した選手２人が同等の３位となる。

	
	

	
	B.  混合方式　－　１ラウンドのプール戦、エリミナシオン・ディレクト方式の決勝への進出者を決めるための、エリミナシオン・ディレクト（ジュニア・カデ世界戦選手権大会とジュニア・ワールドカップ大会）

	o.35
	この方式はジュニア・カデ世界戦選手権大会とジュニア・ワールドカップ大会に使用される。

	o.36
	下記の詳細の他に、上記のプール戦とディレクト・エリミネーションのための一般規則が適用される。

	o.37
	競技会は一種目は一日で行われるよう運営される。

	o.38
	競技会は全選手が参加する１回のプール戦と、完全なディレクト・エリミネーション表から構成から構成される。

	o.39
	世界カデ選手権大会においてプール戦の抽選をする時には、ディレクトワール・テクニックは下記の順序の競技力を考慮に入れる。
1.  前年度世界カデ選手権大会のトップ８

2.  当該年度の公式FIEジュニア・ランキング上位６４

3.  前年度世界カデ選手大会の９－３２

4.  当該年度の公式FIEジュニア・ランキング６５位以降

5.  国別連盟によるシード

6.  ＤＴの決定

	o.40
	1.  プール戦から進出したすべての選手は、プール戦の結果による指数により、完全または不完全なディレクト・エリミネーション表に位置づけされる。この表は決勝まで行われる。
　＊完全または不完全なディレクト・エリミネーション表　＝空所がないかあるか
2.   ３２名からはディレクト・エリミネーション表の対戦は４ピストで行われる。四分の１がひとつのピストで対戦される。



	o.41
	三位決定戦は行われない。準決勝で負けた２人の選手が同等の３位となる。

	
	

	
	第６章　団体戦

	
	A. 世界選手権大会とジュニア世界選手権大会（オリンピック大会）の団体種目

	o.42
	各種目において、チームは三名の選手で構成される。１人のリザーブはいてもいなくても良い。
全員が揃っている場合のみチームは試合を開始できる。

	o.43
	1.  競技は、不完全かもしれないディレクト・エリミネーション表による完全は勝ち抜き方式で運営される。（図7b）
2.  世界選手権大会においては、最新の公式FIEランキングに従って、チームは表の場所を占める。順位がないチームは、表の最下位に置かれ、複数の場合は抽選により分けられる。
3.  １６位までの表のすべての場所は対戦によって決定される。１７位以降のチームはラウンド毎に、表中の最初の場所によって順位付けされる。

4.  ジュニア世界選手権大会では、チームはランキングにより表中の場所を占める。このランキングは、ジュニア個人種目において一番成績の良い３名のメンバーが獲得した順位を合計することにより得る。他方、選手が個人競技に参加せず団体戦に参加する場合、個人ジュニア・ランキングの全選手数に１を加えた点数が割り当てられる。

第４位までは対戦により決定される。５位以降に関しては、ラウンドごとに、表の最初の場所に従って順位付けされる。

	o.44
	競技会の方式は以下の通り。
1.  リレー方式がすべての種目に適用される。

2.  １チーム３名の選手が相手チームの３名の選手と競技する。（９リレー対戦）

3.  １試合の対戦は下記の順序で行われる。

　　　　　3-6      2-5

                       1-5      1-4
                       2-4      2-6
                       1-6      3-5
                       3-4

もしこの順番が、故意にまたは故意ではなく変更されたら、変更後に記録されたすべての得点は無効になり、試合は正しい順番で再開される。(t86)
4. 対戦記録表上の各チームの位置は、抽選によって決定される。各選手の順番はチーム・キャプテンにより、そのあと決定される。 

5.  リレー・マッチの各対戦は５本勝負である。(5, 10, 15, 20, …)  各対戦の最大時間は３分である。
6.  最初の選手２人は３分の時間制限内に一人が５点を取るまで対戦する。
　次の選手２人は３分の制限時間内に一人が１０点を取るまで対戦する。以降の対戦も５点を

累積していく。

7.  もし３分が経過し対戦の終了得点に達しなかった場合、次の選手２人は得点を引き継ぎ、時間制限の３分間の間、その試合の終了得点となるまで競技する。
8.  最大得点４５点に最初に到着するか制限時間が終了した時点で得点の多いチームが勝ちとなる。
9.  最終対戦の制限時間の終わりに同点である場合、試合の最終対戦の選手によって、最大限１分間の制限時間内で、試合を決定する突きのために試合は続けられる。試合が再開される前に、延長１分の終了時に同点だった場合どちらが勝者になるのかを決めるための抽選を主審は行う。
10.  a)  試合中、チーム・キャプテンは対戦の始まりの前に、選手と登録したリザーブとの交代を要求できる。この交代は対戦の終わりにだけできる。交代した選手は、たとえ事故や避けられない状況であろうが、その試合の間はピスト上の選手と交代して再び競技することは出来ない。選手を交代するという通告は、主審によりディレクトワール・テクニックと相手チームのキャプテンに報告されなければならないのだが、少なくとも交代する選手の次対戦の１試合前の始まりの前になされなければならない。
        b)  交代の要請後の対戦で事故が起こった場合、チーム・キャプテンは要請を取り消すことが出来る。
        c)  相手チームのキャプテンも交代を要請した場合、この要請は実行するか取り消すか選択出来る。
11.  a)  チームのメンバーが、FIE医療代表により正当に認められる事故の結果、試合中に棄権しなくてはならない場合、棄権する選手のチーム・キャプテンは、試合を続行するために、対戦の途中であろうが、その選手が棄権した試合の所からリザーブを入れることを要請出来る。
        b)しかし、このようにして棄権して交代した選手は、その試合の間はチームには戻れない。
12.  選手とリザーブの両方ともが棄権しなければなりないか、または選手が除外されたなら、そのチームはその試合を失う。
13.  どんな理由にせよチームが参加している種目を最後まで行えない場合、ディレクトワール・テクニックは、チーム全体を１人の競技者とみなし、個人競技種目を最後まで行わない競技者に対して規定された規則を適用する。
14.    チームが相手チームに対して試合場に現れない場合、下記のように見なされる：
        a)  そのチームが他のチームとすでに対戦していたら、参加している種目を最後までおこなわない。(o.25)
        b)    最初の試合であったら、その種目をまったく競技していない。


	
	B. ワールドカップ団体戦

	o.45
	下記の詳細の他に、競技会は世界選手権大会の団体種目のために規定された規則に従って運営される。

	o.46
	1.  表の１６位までのすべての場所（順位）は対戦によって決定される。１７位以降に関しては、各ラウンド内での表中の最初のシードに従ってチームは順位付けされる。
2.  もしチームが試合を始めない場合、担当医師により正当に証明された怪我や病気のためではない限り、競技会から失格となりワールド・チーム・カップ得点を得ない。



	o.47
	1.  上位４チームはFIEの現在の公式チーム・ランキングに従ってディレクト・エリミナシオン表に位置づけられる。(o.86)；残りのランクのあるチームはペアでの抽選により位置づけられる。
順位のないチームは、表の最後の場所を占める。複数の場合は抽選により分けられる。

2.  表は個人種目準々決勝の少なくとも１時間後に、参加しているチームのランキングに基づき作成される。

	
	

	
	第７章　公式FIE競技会の組織

	
	A. 共通条件

	
	競技会プログラム

	o.48
	1.  オリンピック大会におけるフェンシング種目のプログラムは現在１０種目で構成される。種目数のいかなる変更もコングレスの承認を得なければならない。

2.  世界選手権大会のプログラムは６つの個人種目と６つの団体種目の１２種目である。男子フルーレ、女子フルーレ、男子エペ、女子エペ、男子サーブル、女子サーブル

3.  ジュニア・カデ・世界選手権大会のプログラムは１２の個人種目（６つのジュニア、６つのカデ）と６つのジュニア団体種目（男子フルーレ、女子フルーレ、男子エペ、女子エペ、男子サーブル、女子サーブル）で構成される。カデ種目から始まり、ジュニア個人種目、最後に団体種目が行われる。
4.  組織者は種目プログラムを承認のために執行委員会に提出しなければならない。

	
	

	
	会場、設備、装備（備品、装置）、受付、競技会場内の人の流れ、組織委員会の運営組織、人員、多様な印刷物と公式プログラム

	o.49
	 組織委員会は競技会の種類別の仕様書に書いてある指示に注意しなければならない。

	
	競技会への参加申し込み

	
	公式招待状

	o.50
	1.  オリンピック大会を除いてすべてのFIE公式競技会では、組織国連盟がすべてのFIE加盟連盟に選手権大会へ参加するよう招待する文書が公式招待状となる。
2.  世界選手権大会については、この招待状は例外なく、競技会の少なくとも６ヶ月前に全連盟に送られなくてはならない。

3.  ワールドカップ大会については、該当する大会の少なくとも２ヶ月前に送られなければならない。

	
	

	o.51
	選手権大会の事前プログラムを含む小雑誌が公式招待状と共に加盟連盟に送られなくてはならない。この小雑誌は少なくとも下記の情報を含む：
a)  組織委員会の公式名、住所、e-mailアドレス、電話番号、fax番号

b)  タイムテーブル案
c)  組織詳細
d)  輸送手段、ビザ、関税などに関する情報
e)  ホテルとその価格、競技会場からの位置などの情報


	
	参加申込用紙

	
	世界選手権大会への参加公約

	o.52
	参加申込用紙は公式招待状と同時に全連盟に送られなくてはならない。連盟は選手権大会の３ヶ月前に参加する意志を示さなければならない。

	
	世界選手権大会への参加申込（全カテゴリー）

	o.53
	1.  種目の開始３ヶ月前に、連盟は組織委員会から参加申込書を受け取る。競技会プログラムの各種目に何人の選手といくつのチームが参加するのかを、最初の種目が始まる２ヶ月前に申込書に明記することが求められる。
2.  名前による選手とチームの参加申込は、FIEウエッブ・サイトを通して行われる。選手と可能な全代替選手名の参加申込およびチームの参加申込は、遅くとも選手権大会の第一種目の１５日前（ローザンヌ時間で真夜中まで）に行われなければならない。
3.  選手の棄権
　参加申込締切日以降は、十分に正当化された不可抗力による場合を除いては、選手名の棄権はできない。

参加申込をした選手やチームが対戦のために会場に現れない場合、適切に確証された不可抗力の場合を除いて、連盟に対して罰金（o.86 経済的罰則と罰金表）が課せられる。この罰金はFIEに支払われる。

4.  参加申込締切日以降の選手の追加
しかしながら、大会の前日午前１０時まで（世界選手権を主催している年の現地時間）、追加した選手１人に対して罰金（o.86 経済的罰則と罰金表）をFIEに払ってから、１人以上の選手を追加出来る。この追加を行うためには、連盟は選手をついかする要請を、罰金の即座の支払いと共に、FIEに申し入れなければならない。
5.  名前の変更（選手変更）は、FIEの同意があり不可抗力の時のみ可能であり、各種目開始の２４時間前まで行える。 

	
	

	
	ワールドカップ大会、ジュニア・ワールドカップ大会、グランプリ大会、サテライト大会、チーム・ワールドカップ大会、ゾーン大会、ジュニア世界選手権大会への名前による参加申し込み

	o.54
	1. 選手と代替え者の名前による参加申し込み、およびチームの参加申し込みは遅くとも大会開始の７日前（ローザンヌ時間の真夜中）までにFIEウエッブ・サイトを通して行わなければならない。
　チームの参加申し込みに関しては、遅くとも個人競技種目準々決勝の終わり、競技の１日前まで組織者に報告することにより、チームを構成する選手の名前は変更できる。しかしながら、これ以降も、大会担当医師によって十分に正当化された怪我や病気による場合は、個人競技種目の終了まで選手の入れ換えは出来る。
2. 選手の棄権
参加申し込み締め切り以後は、名前を登録した選手またはチームは棄権出来ない。

大会前の火曜日から、怪我や不可抗力により選手が棄権しなければならない場合は、所属連盟はFIEと組織者に報告しなければならない。個人種目に関しては、選手の変更は出来ない。

3. 選手変更
大会前の火曜日まで（ローザンヌ時間の真夜中）、選手は他の選手と変更出来る。これを行うためには、所属連盟はFIEにファックスまたはＥメイルにより選手変更の要請状を送らなければならない。
4. 締切り以後の選手の追加
しかしながら、大開前の火曜日（ローザンヌ時間の真夜中）まで、追加した選手１人に対して罰金（o.86 経済的罰則と罰金表）をFIEに払ってから、１人以上の選手を追加出来る。
これを行うためには、所属連盟はFIEにファックスまたはＥメイルにより選手の追加の要請と１５日以内に罰金を支払うという約束の書面を送らなければならない。

5. 参加申込をした選手やチームが対戦のために会場に現れない場合、適切に確証された不可抗力の場合を除いて、連盟に対して罰金（o.86 経済的罰則と罰金表）が課せられる。この罰金はFIEに支払われる。

6. 全公式競技会組織者は、上記規則によるリストにない選手の参加申し込み、連盟が要請していない参加申し込み、当該年に有効なFIEライセンスを有していない選手や審判員の参加申し込みを拒否しなければならない。拒否しない場合は、連盟に対して罰金（o.86 経済的罰則と罰金表）が課せられる。


	
	参加年令

	o.55
	1. 大会開催年の１月１日に１３歳未満の選手はF}IE公式種目に参加出来ない。
2. 全公式F}IE カデ競技会に参加する選手は、競技会開催前年の１２月３１日に１７歳未満でなければならない。
3. 全公式F}IE ジュニア競技会に参加する選手は、個人チームともに、競技会開催前年の１２月３１日に２０歳未満でなければならない。(o.80)

4. 上記以外に、ベテラン部門を除いては、他の公式F}IE種目への参加年齢制限はない。


	
	公式FIE競技会の競技運営

	
	

	o.56
	他の運営委員に管轄権がある特定の領域を除いては、公式FIE競技会の運営はディレクトワール・テクニックに委ねられる。ディレクトワール・テクニックの構成と任命は各競技会の特定規則に従わなければならない。

	
	任命

	o.57
	ディレクトワール・テクニックは競技会を組織する経験と能力を有する者により構成される。
1. 世界選手権大会とオリンピック

a) 競技組織は６人のディレクトワール・テクニックで行われ、その内の１人は開催国を代表しなければならない。

b) ディレクトワール・テクニック長と残りのメンバーはFIEの執行委員会(executive committee)により指名される。
c) ディレクトワール・テクニックメンバー内での投票が同数である場合、ディレクトワール・テクニック長が決定権を持つ。
2. ワールドカップ大会
a) ディレクトワール・テクニックは開催国または他国からの３人の適任者で構成される。
b) グランプリ大会に関しては、大会のスーパイバイザーはFIE執行委員会(executive committee)により指名され、ディレクトワール・テクニック長も務める。
3. ベテラン世界選手権大会
 ベテラン世界選手権大会のディレクトワール・テクニックは異なった国籍の３年のメンバーにより構成され、そのうちの１人は開催国を代表しなければならない。


	
	職務

	o.58
	1. ディレクトワール・テクニックの職務は、複数の種目を厳格かつ完全に組織することと、規則が厳守されているかを確かめることである。すなわち、規則を適用することが完全に不可能な状況が派生したときを除いて、ディレクトワール・テクニックは規則から逸脱した決定は出来ない。
2. ディレクトワール・テクニックは競技会の競技組織と円滑な進行に責任を持つ。

3. それゆえに：

a) 競技施設をチェックする

b) 参加申し込みをチェックする
c) プール戦組み合わせ、ディレクト・エリミネーション表を作成する
d) 審判委員会派遣委員の提案に基づき、審判員とピストを割り当てる
e) 種目の進行を監督する
f) 不平を調べ、解決する
g) 組織委員会の援助で結果をチェックする
h) 選手、役員、審判員に事前に知らせるのに十分な時間を持って、次の競技日程を準備する
i) 結果の発表を監督する
4. さらに、ディレクトワール・テクニックは大会の規律責任を持つ。競技規則t.97 が権限領域を規定している。


	
	仕事(operation)

	o.59
	ディレクトワール・テクニックのメンバーは、チーム・キャプテン、所属連盟の公式派遣委員、審判、競技者など（ワールドカップ大会を除いては）、その大会における他の役割は務められない。

	o.60
	1. 起こりうる問題を解決し競技が円滑に行われるよう保証するために、ディレクトワール・テクニックは最初から最後まで、常に競技場にいなければならない。
2. ディレクトワール・テクニックのすべての決定は、選手と役員が見られるよう、はっきりと見られる掲示板に、十分な時間の余裕を持って掲示されなければならない。原則として、選手と役員は団長またはチーム・キャプテンにより情報は知らされ、規定制限時間内に発表されたタイム・テーブルの変更や他の事に対して不平を言ってはならない。


	o.61
	世界選手権大会とオリンピックに関しては、ディレクトワール・テクニックは、第１種目の第１ラウンド抽選のために、第１種目の少なくとも２４時間前に集合しなければならない。

	o.62
	規則に関する質問については、審判委員会派遣員のみが審判の決定の評価について判断する資格がある。
審判委員会派遣員のいない競技会においては、この職務を遂行するのはスーパイバイザーである。

スーパイバイザーはカテゴリーＡとグランプリ大会で起こる紛争を解決する。

世界選手権大会での紛争を解決するのは、FIE 事務局(Bureau of the FIE)または指名派遣委員の責任である。


	
	FIEによる監督

	o.63
	規則が守られているかを確かめる目的で、FIE会長と本部(Central Office)のメンバーはディレクトワール・テクニックの会議に出席する権利を持つ。ディレクトワール・テクニックは、これらの人に対して、会議について知らせる義務を持つ。

	
	

	
	アンチ・ドーピング検査

	o.64
	アンチ・ドーピング検査は、競技規則t.127 の規定とFIEアンチ・ドーピング規則に従って、全FIE公式競技会で実行されなければならない。競技会の開始から始まり、競技を終えた選手に適用される。

	
	

	
	B. 世界選手権大会

	
	年次選手権大会

	
	参加申し込み

	o.65
	世界選手権大会において、参加申し込みは個人種目に関しては一カ国に対して一種目４人、団体戦に関して一種目１チームに制限される。

	
	審判員

	o.66
	1. 世界選手権大会における審判は、審判委員会の提案に基づき、FIE執行委員会(executive committee)によって選出された審判員により実行される。
2. 審判員の旅費および宿泊費用は実行委員会によって支払われる。実行委員会は全参加費を見返りとして受け取る。
3. 審判員は世界選手権大会前日に行われる審判委員会議に出席しなければならない。


	
	国際役員の招待

	o.67
	1. 世界選手権大会開催の立候補国は、FIE執行委員会(executive committee)によって指名されたこの目的のための派遣団により、会場において詳しく調べられなければならない。立候補国連盟この派遣団を招待する。

2. 世界選手権大会の組織委員会は、参加選手団からの全参加費を受け取るが、自己費用により、下記の国際役員を招待しなければならない。（普通航空運賃、宿泊費と食費、日当）

a) FIE会長またはその代理人。世界選手権大会を統括し、特にディレクトワール・テクニック円滑な運営を監督する。
b) FIE会長に指名された典礼長(head of protocol)
c) FIE執行委員会(executive committee)によって指名された６人のディレクトワール・テクニックのメンバー。この内一人は開催国に所属していなければならない。
d) 三人のSEMI委員会メンバー。FIE執行委員会(executive committee)によって指名される。
e) 四人の審判委員会メンバー。FIE執行委員会(executive committee)によって指名され、そのうちの一人は派遣団長(principal delegate) に任命される。
f) 二人医療委員会のメンバー。FIE執行委員会(executive committee)によって指名される。
g) FIE執行委員会(executive committee)によって指名された審判員（最大３４人）。


	
	

	
	C. 地域大会

	o.68
	1. FIEによって認可された地域大会は、国際オリンピック委員会に認可された大会と同じ大会であり、フェンシングがプログラムにある場合に該当する。（地中海大会、パン・アメリカン大会、中央アメリカ・カリブ海大会など）。英連邦大会もこれに含まれる。
2.国際オリンピック委員会により採用された地域大会のための規則がない場合は、FIE規則の使用は義務である。


	
	FIE競技派遣団

	o.69
	1. FIE競技派遣団はFIE執行委員会(executive committee)との相談後に、公認の能力の基準に従ってFIE会長によって選ばれる。派遣団は地域大会用オリンピック規則に従ってFIEを代表する。
2. この代表の費用（普通航空運賃、ホテル宿泊費と食費）は組織委員会によって支払われる。


	
	競技役員と審判員

	o.70
	審判員と役員の指名を含む地域大会の競技運営の全監督は、国際連盟に委ねられると地域大会用オリンピック規則は規定している。組織委員会は下記の役員の費用を支払わなければならない。（普通航空運賃、ホテル宿泊費と食費）
1. ディレクトワール・テクニック：　三人構成の場合は二人の外国人。６人構成の場合は５人外国人。ディレクトワール・テクニックはFIE執行委員会(executive committee)によって指名される。
2. 用具検査：大会のフェンシング競技の重要性により１人または２人のSEMI委員会代表。
FIE執行委員会(executive committee)によって指名される。
3. 審判委員会派遣：審判委員会代表。FIE執行委員会(executive committee)によって指名される。
4. 中立な審判員：競技の重要性により１人または２人の大会地域外からの国際審判員。FIE執行委員会(executive committee)によって指名される。


	
	

	
	D. ジュニア・カデ世界選手権大会

	
	年次選手権大会

	
	参加申し込み

	o.71
	ジュニア・カデ世界選手権大会はすべてのFIE加盟国が参加出来る。

	o.72
	参加申し込みは個人種目に関しては一カ国に対して一種目３人、団体戦に関して一種目１チームに制限される

	
	審判員

	o.73
	1. ジュニア・カデ世界選手権大会における審判は、審判委員会の提案に基づき、FIE執行委員会(executive committee)によって選出された審判員により実行される。
2. 審判員の旅費および宿泊・食費は実行委員会によって支払われる。実行委員会は全参加費を見返りとして受け取る。
3. 審判員は世界選手権大会前日に行われる審判委員会議に出席しなければならない。


	
	国際役員の招待

	o.74
	 世界選手権大会の組織委員会は、参加選手団からの全参加費を受け取るが、自己費用により、世界選手権大会用に規定された(o.16)リストと同じ国際役員を招待しなければならない。（普通航空運賃、宿泊費と食費、日当）



	
	Ｅ. ワールドカップ大会

	
	導入

	o.75
	「ワールドカップ大会」という名称は下記の競技会に適用される：
　－個人ワールドカップ大会とグランプリ大会

　－ジュニア・ワールドカップ大会

　－チーム・ワールドカップ大会

	
	基準

	
	認可

	o.76
	下記の基準を満たすときのみ、大会はワールドカップ大会と分類される存続する。
1.  参加は下記の選手を含まなければならない：

　　・ヨーロッパにおける大会では、最低８カ国の選手

　　・ヨーロッパ以外の大会では、最低５カ国の選手

　　・ジュニア大会では、最低５カ国の選手
2. 参加は次の最低人数を含まなければならない：
　　・ヨーロッパにおける大会では、公式FIEランキングトップ３２のうち、最低５カ国からの

１０名（ヨーロッパ以外では必要条件ではない）
3. 異なった国籍の最低４名のFIE A級またはB級の審判員が大会になければならない。
4. ワールドカップ大会用仕様書だけでなく、FIE規則が誠実に適用されなければならない。組織者はSEMI委員会によって認可されたプロトタイプの自動審判器を使用しなければならない。
5. ４名による決勝は、観衆に割り当てられた空間のあるホールで行わなければならない。
6. ２回以内のプール戦で第一ラウンドを行うのに十分な数のピストがなければならない。
7. 決勝の間、組織者は選手と国名を示すピスト上の掲示をしなければならない。
8. 表彰に関しては、FIE典礼規則が適用されなければならない。(FIE 管理規則参照))

9. 競技会の前提として、競技会全期間中、医師がいなければならない。
10. FIE規則に合致したアンチ・ドーピング検査がなければならない。(t.127　FIEアンチ・ドーピング規則)


	
	スーパーバイザー

	o.77
	1.ワールドカップ大会の組織者は、個人戦であれ団体戦、組織国以外の国からのFIE スーパーバイザーがいることを保証しなければならない。スーパーバイザーの仕事は競技会がワールドカップの基準を適切に満たしているかを検証することである。
2. スーパーバイザーの旅費、宿泊費および食費は組織者の負担であり、その額はFIE執行委員会により時々更新される基準に合致していなければならない。
3. スーパーバイザーは：
　　－　FIE 委員会のメンバーであるか

　　－　FIE執行委員会のメンバーであるか

　　－　執行委員会により指名された競技会の組織に役に立つ経験のある人たちのグループのメン

バーである。

スーパーバイザーは、FIE事務局(FIE bureau)の提案を受けて、 FIE執行委員会により指名される。

	
	参加

	o.78
	1. シニアとジュニア両方の個人カテゴリーA大会に関しては、各種目に対して各国連盟は最大１２名の選手を参加させることができる。組織国は（ヨーロッパの競技会では）２０名とプールを補うのに必要な数の選手を参加させることができる。
2. ヨーロッパ以外の個人カテゴリーA大会に関しては、組織国は最大３０名とプールを補うのに必要な数の選手を参加させることができる。



	o.79
	グランプリ大会に関しては、参加申し込みは一か国に対して一種目１２名に制限される。開催国は１２名まで参加させることが出来、プールを補うたん根に必要な数の選手を加えることが出来るが、最大数は２０名である。

	o.80
	次のジュニア世界選手権大会に出場可能な年令の選手だけが、個人であれ団体であれ、現行シーズンの公式FIE公式ジュニア競技会に参加できる。

	
	

	
	審判員―ベテラン世界選手権大会、Aグレード大会およびAグレード候補大会、グランプリ大会

	o.81
	1. a) ジュニアAグレード大会とベテラン世界選手権大会へ参加するチームに同行しなければFIE AまたはBグレードを有する審判員(t.35)の数は：
　　選手1-4　　　　　　　審判員を出す義務はない

　　選手 5-9　　　　　　　審判員１名

　　選手 10以上　　　　　審判員2名

　ジュニアAグレード大会に関しては、審判員（参加する競技会の武器のFIE資格を持っていなければならない）の名前は競技会の７日前（ローザンヌ時間の真夜中）までにFIEウエッブ・サイトを通じて知らされなくてはならない。
    b) 国連盟が必要な数の審判員を出さい場合は、連盟に対して罰金（o.86 経済的罰則と罰金表）が課せられる。

2.  Aグレード大会、グランプリ大会、ワールドカップ団体大会に関しては、審判委員会の提案を受けて執行委員会によって８名の審判員が指名され、各国チームは審判員を出さなくて良い。（５名以上の）必要な追加審判員は組織委員会によって出される。全審判員の費用は、引き換えとして参加料を受け取る組織者が負担する。



	
	ワールドカップ団体戦

	
	適用

	o.82
	1. ワールドカップ団体大会は男女の三種目で行われる。

原則

2. a) ワールドカップ団体トーナメントは（優勝まで）最大6回戦の統合競技会であり、可能ならば

全大陸に渡るものである。ポイントは各競技会の終わりに割り当てられる。
     b) チームは３名の選手から構成される。１人の代替え選手はいてもいなくても良い。
     c) 試合は組織規則o.44に規定されているように、チーム・リレー方式によって行われる。
参加

3. チームの参加はすべての国が可能であり、一か国は一種目につき１チームに制限される。


	
	個人世界ランキング

	o.83
	1.  a) 公式FIEランキングは、開催大陸に関わらず、選手の参加したワールドカップ大会、グランプリ大会、サテライト大会のうちのベスト5と世界選手権大会またはオリンピック大会、そして地域選手権大会の成績を考慮する。
　　　　　注）　　[ワールドカップ、グランプリ、サテライト]⇒ベスト5

　　　　　　　　　[世界選手権、オリンピック]⇒どちらか

　　　　　　　　　[地域選手権]

　　　　　　　　　＊上記３つの合計

     b) 公式FIEジュニア・ランキングは、開催大陸に関わらず、選手の参加したワールドカップ大会のうちのベスト6の成績と世界選手権大会と地域選手権大会を考慮する。

　　　　注）　　[ワールドカップ]⇒ベスト6
　　　　　　　　　[世界選手権]

　　　　　　　　　[地域選手権]

　　　　　　　　　＊上記３つの合計

     c) ジュニアと全年齢の両方に関して、ランキングは最新のものまで永続的にに保持される。現行シーズンの競技会が対応する前年度の大会を無効にし、大会に割り当てられるポイントが前シーズンの同大会のポイントを無効にする。大会が現行シーズンに開催されない場合は、前シーズンの同大会で獲得した得点はその大会の開催日に抹消される。
     d) 同ポイントの場合、ランキングは１位の数により決定され、次に２位の数と順次決定される。
     e) 完全に同点の場合は、選手は同順位にランクされる。
    順位計算に取り入れられる各大会後、FIEの結果審査後にランキングは自動的に更新される。
     f) 特別規則が採用される場合を除いて、最新公式FIEランキングはすべてのランキング、シード、予選免除に関しての決定要素である。

ポイント基準

2. a) ランキングは下記のポイントシステムに基づく：

　　　　１位　　　　　　　　３２ポイント

　　　　２位　　　　　　　　２６ポイント

　　　　３位と同順位　　　　２０ポイント

　　　　５位－８位　　　　　１４ポイント

　　　　９位－１６位　　　　　８ポイント

　　　　１７位－３２位　　　　４ポイント

　　　　３３位－６４位

     b)  個人Aグレード・ワールドカップ大会で獲得した得点は上記のとおりである。

     c) FIEグランプリ大会と地域選手権大会で獲得した得点は、１．５倍される。
     d) 世界選手権大会とジュニア世界選手権大会の個人戦で獲得したポイントは２．５倍される。
     e) オリンピック大会個人種目で獲得したポイントは３．０倍される。オリンピック大会では、第４位には５４点が与えられる。
     f) ディレクト・エリミネーションに実際に参加した選手のみがポイントを受け取れる。
名誉
3. 各シニア公式FIEランキングの勝者（第１位ランク選手）は世界選手権大会またはオリンピック大会の終わりに公表される。
各ジュニアア公式FIEランキングの勝者（第１位ランク選手）はジュニア世界選手権大会の終わりに公表される。



	
	団体世界ランキング

	o.84
	1.  a) 公式FIEランキングは、開催大陸に関わらず、チームの団体ワールドカップ大会のベスト4と世界選手権大会またはオリンピック大会、そして地域選手権大会の成績を考慮する。

    　　　　注）　　[団体ワールドカップ]⇒ベスト4
　　　　　　　　　[世界選手権]

　　　　　　　　　[地域選手権]

　　　　　　　　　＊上記３つの合計

     b) FIE公式チーム・ランキングは最新のものまで永続性に基づき更新される。現行シーズンに開催される競技会が対応する前年度の大会を無効にし、新しい大会のポイントが１年前に獲得したポイントを無効にする。大会が現行シーズンに開催されない場合は、前シーズンの同大会で獲得した得点はその大会の開催日に抹消される。

     c) 複数チームが同ポイントの場合、公式FIE個人ランキングと同じ規則が適用される。(o.83)
     d) 特別規則が採用される場合を除いて、最新公式FIEランキングはすべてのランキング、シードに関しての決定要素である。

2. 団体ポイント基準

 a) ランキングは下記のポイント基準に基づく：

　　　　１位　　　　６４ポイント　　　　　１０位　　　　　２４ポイント
　　　　２位　　　　５２ポイント　　　　　１１位　　　　　２３ポイント
　　　　３位　　　　４０ポイント　　　　　１２位　　　　　２２ポイント
　　　　４位　　　　３６ポイント　　　　　１３位　　　　　２１ポイント

　　　　５位　　　　３２ポイント　　　　　１４位　　　　　２０ポイント

　　　　６位　　　　３０ポイント　　　　　１５位　　　　　１９ポイント

　　　　７位　　　　２８ポイント　　　　　１６位　　　　　１８ポイント

　　　　８位　　　　２６ポイント　　　　　１７位－３２位　８ポイント

　　　　９位　　　　２５ポイント

     b) 世界選手権大会団体に関して、上記のポイントは２倍される。
     c) 地域選手権大会で獲得される得点は、１．0倍である。
4. 名誉

 各公式FIE団体ランキングの勝者（第１位ランクチーム）は世界選手権大会またはオリンピック大会の終わりに公表される。

各ジュニアア公式FIEランキングの勝者（第１位ランク選手）はジュニア世界選手権大会の終わりに公表される。

	
	

	
	F. ?大会(NATION’S GRAND PRIX)

	o.85
	世界選手権大会とオリンピック大会においてのNations’ Grand Prix のためのポイント基準に関しては、FIE管理規則を参照ください。

	
	

	o.86
	経済的罰則と罰金表

	
	
	条項
	金額
	支払日
	支払先
	負担者

	
	締切日以降の世界選手権大会への参加申し込み
	o.53.3
	１人につき150ﾕｰﾛ
	参加申込とともに
	FIE
	所属国連盟

	
	締切日以降の他のFIE競技会への参加申し込み
	o.54.4
	１人につき150ﾕｰﾛ
	参加申込とともに
	FIE
	所属国連盟

	
	正当に参加申込した選手またはチームが会場に現れない
	o.31.4
o.33.3

p.54.5
	１人または１チームにつき750ｽｲｽﾌﾗﾝまたは500ﾕｰﾛ
	罰金通知の受領
	FIE
	所属国連盟

	
	正当に参加申込しなかった選手またはチームの参加
	o.54.6
	不当な参加１件につき1500ｽｲｽﾌﾗﾝまたは1000ﾕｰﾛ
	罰金通知の受領
	FIE
	大会組織者

	
	必要数の審判員が守られない
	o.81.1
	審判員１名につき1500ｽｲｽﾌﾗﾝまたは1000ﾕｰﾛ
	情報が組織者に送られたのと同時
	大会組織者
	所属国連盟

	
	

	
	第８章

	
	ベテラン世界選手権大会

	o.87
	組織者は承認のために種目プログラムを執行委員会へ提出しなければならない。

	o.88
	大会への参加申し込み
参加申し込みは、競技者の所属国連盟により組織者に送られなければならない。

	o.89
	ベテラン世界選手権大会においては、個人種目への参加申し込みは一カ国、各カテゴリー、性別、種目につき４名に制限される。

	o.90
	プール構成
プール抽選を行うとき、ディレクトワール・テクニックは下記の順序の競技力を考慮に入れる。

1. 年令カテゴリーにかかわらず、前年の世界選手権大会での上位３２

2. 利用できるなら、年令カテゴリーにかかわらず、地域選手権大会の上位３２
3.  残りの選手は年令順、若い選手から
選手のプールへの割り当ては、できるかぎり同国籍の選手が異なったプールに配置されるようなされなければならない。この際、必要ならばランキングを下げて行う。
どのカテゴリーにおいても選手が１０名未満の場合は、競技はール戦のみで行われる。

どのカテゴリーにおいても選手が６名未満の場合は、隣接する年令カテゴリーとともに試合を行う。このカテゴリーの順位は、競技が終了した時点で、隣の年令カテゴリーから推定される。
どのカテゴリーにおいても選手が１名のみの場合、そのカテゴリーの種目は実施されない。


	o.91
	試合時間

ディレクト・エリミネーションの試合は１０本、またはピリオド間に１分間の休憩を伴った３分間２ピリオドが終了した時である。例外として、サーブルでは３分経過か片方の選手が５本を取った時、第１ピリオドは終わる。

	o.92
	審判員
大会組織者が審判員をそろえるのに十分な時間があるように、参加国は少なくとも１ヶ月前に、必要数の審判員を連れてくるか罰金を支払うかを連絡しなければならない。

	o.93
	国際役員の招待
1. 世界選手権大会開催の立候補国は、FIE執行委員会(executive committee)によって指名された派遣団により、会場において詳しく調べられなければならない。立候補国連盟この派遣団を招待する。

2. 世界選手権大会の組織委員会は、参加選手団からの全参加費を受け取るが、自己費用により、下記の国際役員を招待しなければならない。（普通航空運賃、宿泊費と食費、日当）

a) FIE会長またはその代理人。世界選手権大会を統括し、特にディレクトワール・テクニックの円滑な運営を監督する。

b) FIE執行委員会(executive committee)によって指名された３人のディレクトワール・テクニックのメンバー。この内一人は開催国に所属していなければならない。
c) １人のSEMI委員会メンバー。FIE執行委員会(executive committee)によって指名される。
d) １人の審判委員会メンバー。FIE執行委員会(executive committee)によって指名され、そのうちの一人は派遣団長(principal delegate) に任命される。
e)１二人医療委員会のメンバー。FIE執行委員会(executive committee)によって指名される。
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図7a 　個人ディレクト・エリミネーション対戦案（６４名選手表）

図7b 　団体ディレクト・エリミネーション対戦案（１６チーム）
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